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協
働
と
い
う
行
政
ス
タ
イ
ル

　

21
世
紀
初
頭
、
国
際
連
合
は
こ
れ
か
ら
の
行
政
の

在
り
方
を
問
う
Ｍ
Ｄ
Ｇ（
21
世
紀
の
開
発
計
画
）と
呼

ば
れ
る
指
針
を
公
表
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
官
と
民
が
力
を
合
わ
せ
多
数
の
難
題
に
協
働
し

て
当
た
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
日
本
と
異
な
り
、

開
発
国
で
は
多
く
が
自
治
体
を
持
た
な
い
。
民
間
企

業
の
発
達
も
乏
し
い
。
政
策
課
題
へ
の
対
応
は
、
ど

う
し
て
も
中
央
政
府
が
軸
に
な
る
。
そ
の
中
央
政
府

で
は
汚
職
と
腐
敗
が
横
行
し
、
折
角
の
国
外
か
ら
の

援
助
も
国
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
実
情
で

あ
る
。

　

そ
う
し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
切
断
す
る
た
め
、

国
連
は
あ
え
て
官
民
協
働
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
行
政

ス
タ
イ
ル
を
提
示
し
、
両
者
に
よ
る
相
乗
効
果
（
シ

ナ
ジ
ー
）
に
よ
っ
て
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

を
図
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

以
後
、
協
働
と
呼
ば
れ
る
方
式
や
シ
ナ
ジ
ー
効
果
と

指
称
さ
れ
る
表
現
は
、
世
界
的
に
大
き
な
関
心
を
呼

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
国
連
の
行
政
専
門
委
員
会
に
関
係
し
て
い

た
筆
者
は
、
こ
の
計
画
の
策
定
に
か
か
わ
っ
た
経
験

が
あ
る
。
他
の
国
の
代
表
が
熱
っ
ぽ
く
、
官
民
協
働

が
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
革
新
的
方
法
と
語
る
姿
に
違

和
感
を
覚
え
た
。
日
本
で
は
自
治
体
が
既
に
数
十
年

に
も
渡
っ
て
官
民
協
働
を
実
践
し
、
大
き
な
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
挙
げ
た
実
績
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

　

自
治
体
が
行
う
ゴ
ミ
処
理
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

日
本
で
は
ど
の
自
治
体
も
廃
棄
物
は
分
別
収
集
に

よ
っ
て
処
理
す
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
自
治

体
だ
け
で
実
施
出
来
る
施
策
で
は
な
い
。
住
民
と
の

協
働
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
政
策
で
あ
る
。
ど

ち
ら
か
一
方
が
手
を
抜
け
ば
、
政
策
は
た
ち
ま
ち

破は
た
ん綻

す
る
。
ゴ
ミ
は
路
上
に
山
積
し
、
放
置
さ
れ
た

ゴ
ミ
が
さ
ら
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
誘
発
す
る
か
も

知
れ
な
い
。

　

そ
の
点
か
ら
す
る
と
、
日
本
の
自
治
体
が
推
進
し

て
き
た
ゴ
ミ
の
分
別
処
理
方
式
は
、
協
働
と
は
何
か

を
具
体
的
に
示
す
世
界
で
最
初
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

首
長
を
含
め
自
治
体
関
係
者
は
、
こ
の
実
績
を
大
い

に
誇
る
べ
き
で
あ
る
。

防
災
と
民
間
団
体
と
の
協
働

　

協
働
で
先
進
的
な
実
績
を
持
つ
日
本
の
自
治
体

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
防
災
に
な
る
と
様
相
は
異
な

る
。
現
状
は
い
さ
さ
か
心
許
な
い
状
況
に
あ
る
。

２
０
１
１
年
の
大
震
災
ま
で
、
自
治
体
防
災
の
基
本

に
な
る
地
域
防
災
計
画
に
一
般
企
業
や
業
界
団
体
と

の
協
働
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。
従
来
の
考
え
方

で
は
、
災
害
が
起
こ
る
と
自
治
体
は
対
策
本
部
を
設

置
し
、
本
部
は
情
報
の
収
集
や
伝
達
に
責
任
を
負

う
。
そ
の
上
、
自
治
体
は
避
難
誘
導
や
避
難
所
の
運

営
な
ど
、
危
機
管
理
の
一
切
を
自
己
完
結
的
に
処
理

す
る
。
そ
れ
が
地
域
防
災
計
画
の
最
も
重
要
な
特
色

に
な
っ
た
。

　

こ
の
前
提
要
件
が
、
今
回
の
震
災
で
崩
れ
た
。
自

自
治
体
の
災
害
対
応
と
協
働

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学
会
会
長　
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治
体
に
は
地
域
基
本
計
画
を
見
直
す
必
要
が
出
て
き

た
。
計
画
に
民
間
企
業
や
地
域
住
民
と
の
協
働
を
加

味
し
、
総
力
戦
で
大
災
害
に
立
ち
向
か
う
体
制
作
り

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
大
学
危
機
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

２
０
１
４
年
、
３
３
７
の
自
治
体
と
８
７
４
名
の
地

域
住
民
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
は
２
３
８

団
体（
70
・
６
％
）が
既
に
地
域
防
災
計
画
を
改
定
し

た
と
伝
え
た
。
目
下
、
改
定
を
検
討
中
が
76
団
体

（
22
・
５
％
）に
な
る
が
、
そ
れ
ら
2
つ
を
合
わ
せ
る

と
、
ほ
ぼ
９
割
以
上
の
自
治
体
が
地
域
防
災
計
画
の

改
編
を
終
え
た
か
、
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

改
定
後
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
一
般
企
業
や

住
民
組
織
と
の
協
働
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
が
増
え

た
。
多
数
の
自
治
体
が
、
災
害
訓
練
や
物
資
備
蓄
、

そ
れ
に
救
助
や
医
療
救
護
な
ど
で
民
間
企
業
や
業

界
団
体
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
協
定
締
結

数
は
1
自
治
体
当
た
り
平
均
47
件
に
な
る
。
そ
の

中
身
は
食
料
・
飲
料
水
、
そ
れ
に
日
用
品
の
備
蓄
な

ど
、
物
資
の
供
給
に
関
す
る
取
り
決
め
が
突
出
し
て

多
い
。
そ
れ
に
続
く
の
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
で

あ
る
。

　

協
働
が
注
目
さ
れ
る
中
、
帰
宅
困
難
者
の
収
容
や

被
災
者
の
生
活
支
援
、
そ
れ
に
避
難
所
の
設
営
な
ど

に
関
す
る
官
民
の
協
働
協
定
は
ま
だ
ま
だ
数
が
少
な

い
。
帰
宅
困
難
者
の
収
容
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業

の
理
解
や
支
援
が
欠
か
せ
な
い
が
、
こ
の
分
野
の
官

民
協
働
は
な
お
未
成
熟
に
止
ま
っ
て
い
る
。

住
民
視
点
か
ら
の
協
働

　

民
間
組
織
と
同
様
、
自
治
会
や
町
内
会
、
そ
れ
に

自
主
防
災
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
地
域

住
民
中
心
の
団
体
と
協
定
を
結
ぶ
自
治
体
も
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
数
は
１
自
治
体
当
た
り
、
平
均
18
件

に
な
る
。
民
間
企
業
な
ど
の
協
定
数
が
平
均
47
件
に

上
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
実
績
は
少
な
い
と
い
う

印
象
を
受
け
る
。
た
だ
、
多
く
の
自
治
体
は
住
民
と

の
協
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
質
的

な
協
働
を
進
め
て
き
て
い
る
。
防
災
訓
練
が
そ
の
代

表
的
な
事
例
に
な
る
。
８
割
を
超
え
る
自
治
体
が
住

民
の
防
災
訓
練
を
重
視
し
、
そ
れ
を
地
域
防
災
計
画

に
取
り
込
ん
で
い
る
。
自
治
体
と
住
民
の
協
働
は
数

字
に
は
表
れ
な
い
、
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
実
績
が
出
て

い
る
。

　

協
働
と
い
う
点
で
住
民
が
行
政
に
最
も
期
待
す
る

の
は
災
害
広
報
で
あ
る
。
発
災
時
に
お
い
て
自
治
体

が
防
災
無
線
や
広
報
車
な
ど
を
動
員
し
、
住
民
に
危

機
発
生
を
知
ら
せ
る
役
割
に
期
待
が
高
ま
る
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
言
う
と
、
住
民
側
も
自
治
体
に
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
協
働
型
を
志
向
す
る
傾
向
が
あ

る
。
た
だ
、
自
治
体
サ
イ
ド
に
す
る
と
災
害
広
報
は

住
民
が
考
え
る
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
土

砂
災
害
で
あ
る
。
避
難
勧
告
や
指
示
を
何
時
、
発
令

す
る
か
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
。
警
報
が
空
振
り

に
終
わ
る
と
住
民
か
ら
自
治
体
を
責
め
る
声
が
上
が

る
。
発
令
が
遅
れ
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
問
題
を
生
み

出
す
。
災
害
広
報
は
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
一
層
、
必
要

と
さ
れ
る
部
門
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
９
月
の
大
雨

災
害
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　

広
報
と
は
別
に
、
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
に
つ
い

て
も
、
住
民
は
自
治
体
の
対
応
に
望
む
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
面
で
も
協
働
対
応
が
必
要

に
な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
他
、
地
域
の
教
育

機
関
と
の
連
携
、
そ
れ
に
な
に
よ
り
も
高
校
生
や
中

学
生
な
ど
若
年
住
民
の
機
能
と
役
割
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
彼
等
に
は
、
災
害
に
際
し
要
援
護
者
を

避
難
誘
導
で
き
る
潜
在
的
パ
ワ
ー
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
自
治
体
と
の
協
働
が
ど
の
よ
う
な
形

で
可
能
に
な
る
か
、
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
部
門
に

な
る
。
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